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環
境
建
設
が
施
工
し
て
い
県
の
現
場
に
続
き
全
国
4
件

る
県
道
喜
多
方
会
津
坂
下
目 、
現
場
に
は
併
せ
て
先
行

線・
八
千
代
橋
の
稿
菜
補
修
床
施
工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ

工
事
現
場
（
現
場
代
理
人・
ム
吊
足
場
の
「
ク
イ
ッ
ク
デ

関
本
竜
二
常
蒋
取
締
役）
に 、
ッ

キ」
も
設
置
済
み
で 、
明

日
綜
産
業
（
本
社
11

東
京
都
る
い
作
業
空
間
が
確
保
さ
れ

中
央
区 、
小
野
大
社
長）
の
施
工
品
質
向
上
に
効
果
を
上

熱
収
縮・
密
着
型
防
水
性
養
げ
て
い
る 。

生
シ
ー
ト
「
ク
イ
ッ
ク
ラ
ッ

同
工
事
は
会
津
若
松
建
設

プ
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製 、
厚
事
諮
所
発
注
の
道
路
橋
り
ょ

さ
0.
3 I炉）」
が
東
北
で
う
整
備
で 、
新
宮
川
に
架
か

初
め
て
採
用
さ
れ
た 。

る
同
橋
11

柵
長
54.
5
脳 、

北
海
道 、
東
京
都 、
群
馬
幅
員
6
認
(
6.
6
認）

日粽産業の
クイックラップ

八
千
代
檎
捕
修
で
東
北
切
採
用

し‘

9

ア
シ
ャ
ワ
ー

を
設
置 、
作
業

員
の
衣
服
に
付
着
し
た
粉
塵

を
取
り
除
き 、
外
部
へ
の
拡

散
防
止
を
徹
底
し
て
い
る 。

光
を
遮
っ
た
従
来
の
板
張

陸声
と
は
異
な
り 、
乳
白
色

讐
塗
装
工 、
道
路
舗
装
工 、
の
ク
イ
ッ
ク
ラ
ッ

プ
で
薯
わ

区
画
線
工 、
橋
梁
付
属
物
工
れ
た
広
い
作
業
空
間
は
明
る

（
防
顆
柵
交
換
ほ
か） 、
檎
梁
く 、
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ

キ
の
高

補
修
工
等 。
施
工
地
は
会
津
睾
度
吊
り
チ
ェ
ー

ン
で
確
保

坂
下
町
緑
町
の
国
道
49
号
か
し
た
広
い
作
業
空
間
と
と
も

畠
多
方
市
方
面
へ
約
2
0
に 、
安
全
な
作
業
に
役
立
っ

い
る 。

〇
認
の
同
町
中
泉
地
内 。

て

環
境
建
設
は 、
既
存
の
塗

ク
イ
ッ
ク
ラ
ッ

プ
は
難
燃

装
を
剥
が
す
下
地
処
理
で 、
性
で 、
紫
外
線
か
ら
の
保
調

研
磨
剤
を
吹
き
付
け
る
サ
ン
効
果
も
6
カ
月
間
継
続
す

ド
ブ
ラ
ス
ト

を
実
施
し 、
有
る 。
加
熱
に
よ
り
シ
ー
ト
同

害
な
粉
暉
の
飛
散
を
防
ぐ
た
士
を
溶
着
で
き
る
た
め 、
現

め 、
外
周
部
や
プ
ラ
ス
ト

作
場
状
況
に
応
じ
た
作
業
空
間

業
空
間
を
ク
イ
ッ
ク
ラ
ッ

プ
を
確
保
で
き 、
使
用
後
は
廃

で
間
仕
切
り
し
て
外
部
と
遮
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
処
分

断 、
有
害
物
質
を
閉
じ
込
め
で
き
る 。

た 。
道
路
橋
り
ょ
う
整
備
工

関
本
常
諮
は
「
広
く
明
る

事
の
進
捗
率
は
30
％
超
で 、
い
空
間
で
作
業
が
格
段
に
楽

工
期
は
11
月
14
日 。

に
な
っ
た 。
周
辺
の
環
境
に

出
入
口
部
の
作
業
ス
テ
ー

配
慮
し
安
全
で
効
率
的
な
施

ョ
ン
に
は 、
集
塵
機
付
工
工
を
行
い
た
い」
と
述
べ
た 。

ク
イ
ッ
ク
ラ
ッ

プ
の
問
い

合
わ
せ
は
日
綜
産
業
K
03

(
6
8
9
1)
3
2
4
6
。

新
宮
川
に
架
か
る
ハ
千
代
概

（
上）
と
明
る
い
作
業
空
間

空
間
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業

あ
づ

ま

産綜日

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
3
シ
リ
ー
ズ

日
綜
産
業（
東
京
都
中
央
区 、

小
野
大
社
長）
の
先
行
床
廊
工

式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
つ
り
足

場「
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ

キ」
と
関
連

部
材
の「
ク
イ
ッ

ク
ラ
ッ

プ」

「
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ

キ」
と 、
熱
収

縮・
密
着
型
防
水
性
養
生
シ
ー

ト「
ク
イ
ッ

ク
ラ
ッ

プ」
を
採

用 。
そ
れ
に
加
え
て
今
回
は 、
内

部
脱
養
式
採
光
防
音
防
護
エ
シ

ス
テ
ム「
ク
イ
ッ

ク
パ
ネ
ラ
イ

「
ク
イ
ッ

ク
パ
ネ
ラ
イ
ト」

が 、
卜」

を
併
用
し 、
採
光
性
に
優
れ

福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
発
注
た
快
適
な
作
業
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

の
福
島
吾
妻
裏
磐
梯
線「
道
路
を
実
現
し
た 。

橋
り
ょ
う（
あ
づ
ま
陸
橋）
整
備

ク
イ
ッ

ク
パ
ネ
ラ
イ
ト
は 、

補
助
工
事」
に
全
国
で
初
め
て
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ

キ
専
用
の
防
護

重
複
採
用
さ
れ 、
安
全
施
エ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
今
回 、
東

工
や
作
業
環
境
改
善 、
エ

北
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た 。
ア

た

事
の
品
質
向
上
に
大
き
く
ル
ミ
フ
レ
ー

ム
と 、
防
音
シ
ー

れ

貢
献
し
て
い
る 。

卜
ま
た
は
ポ
リ
カ
ー

ボ
不
ー
ト

福
島
駅
前
で
人
通
り
も
板
で
構
成
し 、
採
光
性
を
確
保

さ
ズ

多
く 、
駐
車
場
の
上
部
に
し
つ
つ
仮
設
工
業
会
の「
防
音

用一採リ
で
シ

橋
が
架
か
る
現
場
条
件
か
パ
ネ
ル
基
準」
に

準拠 。
取
り
付

ら 、
施
工
を
担
当
す
る
環
け
は 、
内
部
脱
着
式
を
採
用
す

備
キ

整
ッ

稿
デ
境
建
設（
福
島
県
喜
多
方
る
こ
と
で
身
を
乗
り
出
す
危
険

市）
で
は 、
安
全
な
作
業
空

作
業
も
な
く 、
安
全
な
施
工
を

陸
ク

ま
ッ

づ
イ
閻
を
確
保
で
き
る
つ
り
足
可
能
に
し
た 。

あ
ク

場
と
し
て
喜
多
方
会
津
板

同
社
が
受
注
し
た
工
事
は 、

下
線。
八
千
代
橋
の
補
修
あ
づ
ま
陸
橋（
橋
長
4
5
0
脳 、

工

で
も

の
あ
る
車
道
幅
員
14
\

20
脳）
の
1
5

〇
脳
区
間
で 、
上
部
エ
や
下
部

エ 、
支
承
の
補
修 、
塗
装
塗
り
替

え
な
ど
を
行
う
も
の
で 、
エ
期

は
2
0
2
1

年
2
月
8
日 。

塩
見
清
和
所
長
は「
第
三
者

災
害
の
防
止
や
快
適
な
作
業
環

境
な
ど 、
安
全
施
工
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る」
と
高
く
評
価 。

組
み
立
て
を
担
当
し
た
イ
ン
テ

ッ
ク（
福
島
市）
の
樅
山
雅
樹
専

務
も「
板
張
り
防
護
よ
り
も
作

業
性
が
良
く 、
作
業
工
数
も
3

S
4
割
短
縮
で
き
た 。
太
陽
光

に
よ
る
朗
る
い
作
業
空
間
が
安

全
施
工
に
つ
な
が
っ

て
い
る」

と
い
う 。

日
綜
産
業
で
は 、
ク
イ
ッ

ク

デ
ッ

キ
が
2
0
1
9
年
6
月
に

N
E
T
I
S

（
新
技
術
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム）
の
準
推
間
技
術

に
格
上
げ
さ
れ
た
こ
と
か
ら 、

今
後
は
シ
リ
ー

ズ
と
し
て

橋梁

な
ど
の
土
木
分
野
だ
け
で
な

く 、
建
築
分
野
へ
の
普
及
拡
大

に
も
注
力
し
て
い
く
方
針
だ 。

で

よ
'
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